マルゴナイトでの韓流水の販売
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7月15日（金）にKFCの皆さんの協力のもと、韓流水とキュウリ水を販売しました。

チヂミや枝豆をパックに詰めて韓流水とキュウリ水とともに新長田駅の近くにある○五市場へ行きました。KFCの皆さんとチヂミと枝豆とお酒やジュースと一緒に韓流水を販売させてもらいました。初めはお店のほうがまだ空いていたので、Bridgeの活動と韓流水の認知度を高めるため、ビラを配りにご飯を食べている人のもとへ行きました。ビラを配った方々は韓流水の説明を真剣に聞いてくださいました。「ぜひ、あとで行きます。」などと嬉しい返答がありました。また、何回目かにビラを配った時、韓流水の販売を尼崎横丁というお祭りに出店してはどうかと勧誘してくださった方もおられました。これは、Bridgeを知ってもらうことへの大きなチャンスだと思いました。
水とキュウリ水はともに、初めのほうはなかなか売れませんでした。中盤から後半にかけて飲み物類を宣伝しつつ、市場周辺を一周しました。こちらのほうがよく売れました。合計56本販売することができました。今回、水を買って下さった人はビラを配られた人が多かったように思います。また、全員にビラを配ったわけではないので、どうして水が一本５０円という安い値段で売られているのかということに疑問を持った方もおられたように感じました。やはり、韓流水を売る際には、どういう経路をたどってきたのか、なぜ安い値段でうられているのかという説明がいるのだということが分かりました。
今回、初めて学外で韓流水を販売して、外部の方にBridgeの活動を知ってもらえたことは良かったと思いました。知ってもらうことで、尼崎横丁の嬉しい話などを得ることができました。ビラを配った際にお金は全額、東日本大震災の復興支援のために使われるということを説明すると関心を持ってもらえたように感じました。「東日本大震災の復興支援」という言葉に反応をみせてくれたのは、やはり多くの人が震災の復興支援の役に少しでも立ちたいと思っているのだと分かりました。また、人にものを買ってもらうのは簡単なことではないということを知りました。

この活動を通して、これからどんどんBridgeの存在を多くの人に知ってもらう必要があると感じました。積極的に活動していくことが、何倍もの速さでBridgeの存在を広めてくれることだろうと思いました。

KFCの皆さんの協力のおかげで韓流水を販売することができました。どうもありがとうございました。これからもよろしくお願いします。
